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斑一1・ 放牧が和牛の休息時ガス代謝ならびに

心肺機能に及ぼす影響
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Effects　of　Graz1ng　on　the　Rest1ng　Gas－metabo11sm　and　on　the　Card1o－resp工ratory

　　　　　　　　　　Functions　in　Japanese　Black　Breed　of　Catt1e．

　　　　　　　　I緒■　　　言

　家畜の休息時および労役時におけるガス代謝ならびに

労役による心肺機能の変化については羽部・上坂・著者
　　　（ユ）一（5），（8）一㈹

らの研究　によっても，かなり解明せられているが，放牧

時の家畜のガス代謝わよび心肺活動を調べることは放牧

時の家蕾の生理を究明する上に大いに参考となることで

ある。放牧申の家畜は広義における環境により，すなわ

ち放牧という一種のSttessによって，舎飼時とはかな

り異なった生理状態にあることは想像できる。またエネ

ルギー消費の面一からみても，労役の場合とはかなり差が

あるようにも考えられる。これらの点について詳細に究

明し，放牧家畜の飼養　管理ならびに保健衛生面に貢献

する目的でこの研究を行なった。

　　　　　　　皿試　験　方　法

　1　供試家蕃

　本学付属三瓶農場繋養の黒毛和種成牝牛4頭を用いた

が，その詳細は第／表のようである。供試牛はいずれも

栄養状態良好で，なんら異常も認められなかった。なお，

他の放牧牛と判別しやすいように，白ペンキを角に塗り，

横腹部被毛を刈って番号をつけた。

　2、試験期聞：・

　1958年5月8日からア月28日までを試験期とし，春季放牧

期（5月／1日一7月10日）の開始3日前から，同終了15日後

までで，放牧期間申は全放牧であり，搦始前3日間以上と

終了後／5日間以上は全舎飼であつた。

　Table1　供試和牛の詳

　3．ガス代謝測定法：

　　（a）呼気採取回数

　放牧開姶直前・開始直後・開始／0日後・40日後・放牧

終了直後・終了／5日後の6回にわたり，各3日間計／8回呼気・

を採取した。

　　（b）呼気採取方法

　舎飼時は牛舎において，放牧時は午前申に水飲または

休息に来た折に試験牛を静かに捕え，日陰で約／時間休息

させた後，反拐時をさけてDOUGLAS　bag皿ethOdによ

り正確に3分間呼気を採り，同時に牛の体温（直腸温）・

呼吸数・脈榑数を測定した。4頭の試験牛からの採気は遠

続的に行なったが，本試験開始に先だって試験牛はマス

ク装着に慣らしてあったので，採気申牛に動揺は認めら

れなかった。

　（C）．呼気量の測定ならびにガス分析方法

　ポータブル型乾式ガスメーターを用いて呼気量を測定

し，Gas－samp1e　bott1eに収めた呼気（各頭につき約／L）

について，島津製作所製のHALDANE型ポータブルガ

ス分析器を使用して，常法により呼気申の02およびC02

カスの％を測定し，試験牛の02消費量C02生産量を算

出した。測定値はすべてO．C，1気圧の乾燥標準状態に

換算した。

　　　　　　　皿試験結果およぴ考察

　／　02消費量およびC02生産量

各試験牛について毎甲3日間測定を繰り返したが・．3日1

細

No．

1
2
3
4

牛　名　号

第二たかよし

く　ろまつ

しまの　う
だ’ていし

性別・

9
〃

〃

〃

生年月日1産　・地 f平均体重1備 考

／953，　2．　8

／954；5．5

1955，　4．　1

1957，　3，／3

付属三瓶農湯

大田市二瓶町山口

付属三瓶農場

　　　〃

3／0kg
295．ら〃

2ア／　〃
211．3．〃

1958，／0月上旬，3産目分娩予定

1958，2月分娩、未種付

未経産空胎

　　〃
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甲の測定値は近似していたので・これら・測定値を平均して毎回の平均値でこれを表示すれば第・表のようである。

…1・2・　・・・・…mと・・・…、。・。・。。。・。。。1・けW．。、、1。、

Date CQtt!e A~.. 02 cons. (L/kg'hr) C02 prod. (L/kg'hr) ' 

1
 

2
 

5
 

4
 

Average 1
 

2
 

5
 

4
 

A_verage 

5. 8 5.10 o . 256 o . 1 95 o . 1 96 o . 226 0.214 (100) o . 245 o . 207 o . 1 86 o . 2O'o 

5. 'I 1 5 . 1 5 
0.2'17 (100) 

o . 264 o . 244 o . 267 o . 290 0.266 (125) ' o . 266 o . 257 o . 241 o . 271 

5 17 5.19 0.512 
0.259 (119) 

o , 294 o . 5~5 0.517 0.512 (146) o . 558 o . 521 o . ~~5 o . ~25 

6.19 6.21 
0.5_',o (152) 

o , 576 o . 559 o , 52S o . 546 0.555 (166) o . 594 o . 577 o . 508 o . 546 

7.11 7.15 
o._~58 (165') 

o . 294 o . 257 o . 246 . o . 276 0.268 (126) o . 278 o . 255 o . 201 o . 246 

7 . 26 7 . 28 
0.245 ('115) 

o . 266 o . 258 o . 242 o . 282 0,262 (125) o . 265 o . 250 o . 256= o . 282 0.257 ('118) 

なお放牧開始前の牛舎内における各牛の休息時02消費量　CO、生産量は第3表のようである。

T・b1・3　　0・・・…m・d・・dC0。…d…db・f。・・。。。。m。

D・t・　　迭

5．8

5．9

5．／0

d．268

0．20／

0．240

O．cons．

0．205

0．200

0．／8／

（L／kg．lhr）

　すなわち個体によって若干の差異はある

が，全牛をひっくるめて，02消費量は0．／8～

O．27平均0，2／4L／kg・hr，C02生産量は0．／8～

0．28平均0，2／7Llkg・hrであって，従来羽部ら

　　　　　　　　　　　（3）
の得たそれぞれの測定値0．／3～0．18，平均

0，／53L／kξ・hrおよび0．10～0．15，平均0．12L

／kg・hrに此べると若干大きい数値を得たが，

・従来のこの値は和牛を飼料給与量の少ない

Under－fedの状態下で測定したBas孕1metか

bo11smに近い測定値であるので，今回のよう

に約／0kgの粗飼料（ワラ2と青草／の割合）と

配合飼料3009（麦糠40・大豆粕1・コロイカ

ル少量の割合）を給与している場合に，これ

らの測定値が大となるのは当然と思われる。

　第2表における各牛測定値の変化する様相

はいずれも同じ傾向を示しているので，それ

らの　般的傾向をみるため，各期における全

測定値（12データ）の平均を求めて，これを

放牧前の値を1とした倍率で図示すれぱ第1図

のようである。

　第1図に示すように，放牧を開始すると02

消費量　C02生産量とも急激に増加し，放牧

開始10日後ぐらいまでとくに著しく，その後
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　Fig／

は徐々に増加を続けるが増加割合は小となる。放牧を終

了すると急激に滅少するが，すぐには放牧前の数値に戻
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ることなく，放牧終了後↑5日経過しても放牧前とは若干

多いま㌧である。この曲線の形は家畜に労役を課した場
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合の脈榑曲碍や，ガス代謝関係の曲線などの形に似てい
4ご⑩

　また放牧してア～10日たった頃は02消費量よりもC02

生産量の方がかなり多く，いわゆる超遇（異常）代謝の様

相が現われてわり，これは労役がかなヶ激しい場合と似

ていて，血液・筋その他の臓器からC02がb1ow　offさ

れているものと思われる。つまり放牧開始後10日ぐらい

経過すると，牛体申になんらかの化学的変化が起り，C02

Table　4．

一63一

が呼気申に超遇排出されるものと解され，．この点は今後

さらに詳細に検討するつもりである。

　2．発生熱曇

　各試験牛について毎回の発生熱量を3日間の平身喧で

表示すれば第4表のようであり，各牛とも，その変化する

様相は同傾向であるので，各回全側定値の平均を求め，

測定時の全牛平均体重およぴ平均気温とともに，倍率で

これを図示すれぱ第2図のようである。

Heat　production　per／K＆B．W．Per／hr．

1 2 3 4 AV．

Ca1． （％） Ca1． （’％） Ca1． （％） Ca1． （％） Ca1． （％）5
．
8
－
5
．
1
0
』

1．／9／ （／00） 0．984 （／00’） O．977 （100） 1．14／ （／00） ／．078 （100）

5．／／－5．13 ／．332 （111．8） 1．231 （125．／） 1．316 （／34．7） 1．440 （126．2） 1．334 （123．7）

5．／7－5．／9 ／．5ア5 （／32．2） ／，．484 （150．8） 1．69／ （173．1） 1．600 （140．2） 1．576 （／46．2）

6．／9－6．2／ 1．898 （／59．4） 1．812 （184．／） 1．631 （166．9） 1．705 （／49．4） ／．784 （／65．5）

7．1／－7．／3 1．464 （／22．9） ／．292 （／3／．3） 1．186 （121．4） 1．356 （1188） ／．325 （／22，9）

7．26一ア．28 ／．339 （112．4） 1．292 （131．3） 1．210 （／23．8） 1．423 （124．ア）■ ／．3／7 ζ122．2）一

，

　第4表および第2図タこ示すように，供試牛の

発生熱量は放牧前でもかなり大で，under
　　　　　　　　　　　　　　　　　（4〕
feedingの和牛の場合の0．58～0．85Ca1．に比

して高くO．98～／．／9Ca1．であったが，これ1

は02消費量の場合と同じ理由によるもので

あろう。放牧すると02消費量の場合と同様

初期の急上昇がみられ，40日後には放牧開始

前より65％以上も大となり，平均約／．ア8Ca］．

である。

　エネルギーの面よりこれをみると，このエ

ネルギー消費量は実に大きく，羽部らの労役
　　　　　　　　（2）
時のガス代謝の研究における65kg以上のけ

ん引低抗で2k皿平地を歩行した遣後の発生

熱量／．57CaLを上回るもので，おそらく軽労

役終了直後ぐらいのエネルギー消費があるも

のと想像される。

　発生熱量が気温が高くなると減少する’こと
　　（2）　　⑭　　　（9）
は羽部・吉田・上坂らが和牛においてこれを
　　　　　　　⑫）　　　　　　　　（7）

認めてわり，著者・ROBERTらは山羊にお

いてもこれを認めている。本実験の場合は第

2図に示すように，気温は「3～1プCから25．C．

以上まで上昇しており，吉田の／3～19oCお
　　　　　　　　　（14）
よび2／～2ア。Cの場合とよく似ている。一方

第2図に示すように，供試牛の体重はむしろ

増加気味であるので，発生熱量がこのように

C
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Fig2　Body　we1ght，a1r　te皿perature　and－heat　product1on

増加したことは明らかに放牧によるものであると言えよ

う。

　この発生熱量の変化する様相からみて，放牧すると？そ

の初期において急に発生熱量は増大し，その量を放牧申
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持続しながら若干増加し，放牧絡了とともに急に減少す

るが，一半月くらいは放牧前の値に戻ることがない点から，

全放牧をするととは牛に対してかなりのエネルギー消費

を伴ない・こ？エ千ルギー源として飼料すな㌘ち放牧地

の草生の良否が大きな意義を有していることがわかる。

　3．呼　吸　商

　供試牛のR．Q．はいずれも概して高く，全期間を通じ

て0．9㌧／．0であって，大きく変化することはなかった。

供試牛は放牧前より粗飼料ことに青草・舎刈麦類主体の

飼養が続けられており，放牧申はもちろん原野草のみで

あるので，エネルギー源、としてア0～100％まで炭水化物

の分解に依存していた事実とよく二致する。．

　4．脈　榑数
　毎回の3日平均を表示および図示すれぱ第5表・第3図

のようである。

　第5表および第3図の示すように，脈縛数は放牧開始／0

Tab1e　5．’　　　Pu1se　rate　per　m虹

1 2 3 4 AV。

一％ ％ ％ ％ ％
5． 8－5．／0 64 （／00 ） 48 （100 ） 50 （／00 ） 67 （／00 ） 57．3 （100 ）

5．／／－5．／3 7
1

（／／0．9） 59 （122．9） 68 （3／6．0） 72 （／07．5） 67．5 （117．g）

5．17－5．／9 82 （／28．／） 68 （／41．7） 80 （／60．0） ．85 （126．9） 78．8 （／37．6）

・6．／9－6．21 83 （／29．7） 70 （145．8） 78 （156．0） 72 （107．5） 76．7 （134．0）

7．1／－7．13
7
／ （／／0．9） 52 （108．3） 67 （／34．0） 69 （103．．0） 64．8 （1／3．2）

7．26－7．28 68 （106．3） 52 （／08．3） 64 （／28．0） 64 （95．5） 61一．9 （108．2）

日後までは急に増加するが，その後放牧申は

ほとんど変化せずに一定を保つか，またはむ

しろ減少する傾向があり，放牧終了直後は完　　1・6

全に元に戻らないが，半月もすれぱ大体放牧

前の正常数に戻っているようである。放牧開　　’1・4

始直後から紺0日間の急激な増加は，メタボ

リズムが盛んとなり熱発生の大となることと　　1．2

関連しているものと思われる。

　5．呼吸数　　　　　　　1，0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　57．3
　毎回のろ日平均を表示および図示すれぱ第6

表・第4図のようである。

　呼吸数は放牧直後はいったん減少するが，

　Tab1e　6．．　　　　Respiration　rate　per　min．

　　　　　　　N0．3
　　　！’旧・
　　！　　　　　　　　　　，＼＼
　　／　　　　　　　　　　　＼
■　．＿．＿些　　　一＼　＼

〆・■朋肌、帆・へ。＼、、、、
L／、へ＼晦、　　　　＼

卵　　＼＼＼　　　　榔
61．・9

BG－2ω　　　10此

　卿　　伽

　　　Fig3 Pu1se　rate．

仰　　　　　I瓜α　　1細d町
卿　　　　　　　　　　　　　　瓜G．

1 2 75 、 4 AV。 ／

‘ ％ ％ ％ ％ ％
5． 8－5．10 21 （100 ） 20 （100 ） 13 （100 ） 18 （100 ） 18．0 （100 ）

5．11－5．13 1ア （81．0） 16 （80
0
） ／5 （115．4） 1ア （94．4） ／6．2 （90．0）

5．17－5，19 22 （／04．8） 22 （110
0
） ／6 （123．／） 20 （／／1．1） 19．9 （110．6）

6．19－6．21 32
一（152．4）

28 （140
0
） 22 （169．2） 23 （／27．8） 26．7 （／48．3）

7．11一ア．13 30 （／42．9） 22 （110．0） 17 （／30．8） 23 （／2ア．8） 23．0 （／2ア．8）

7．26－7．28 36 （1ア1．4） 24 （120．0） 20 （153．8） 25 （／38．9）

1 26．4 （146．7）

その後次第に増加し，放牧40目後は27～70％も増加する。

また放牧終了直後いったん若干減少するが再び牛舎内で

増加している。呼吸数のこの変化にはもちろん放牧の影

響もあるが，家畜が体温を一定に保つために外気温が高

まると熱を発散させるため呼吸数を増加することは広く

認められており，この場合の呼吸数の変化には気温が大

きく影響してりると思われ，放牧開始直後の呼吸数の減

少やその後の増加おキび放牧終了15日後の増加は，第2図

の気温変化の曲線とよく一致しており，第4図の特異な

曲線の原因は放牧よりもむしろ気温であろうと考えられ

る。とくに25◎C以上の気温が脈縛数・呼吸数に大きく影響
　　　　　　　　　（7）　　15）
することは，ROBERTや著者も山羊でこれをみている。
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　6　0xyge醐厘岨皿se（02P固1se）

　各供試牛について，各回の02Puヱseを3日　　　　　　　　　　　　　　　　！〈＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！　　　　＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛．6　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　　　　＼
間の平均値で表示すれぱ第7表のようであり，　　　　　　　　　　　　　　／　　　　＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！その変化する様相を図示すれ1ま第5図のよう　　　　　　　　　　　　／！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．。　　　　／　　　26・71
である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　　　　／1＼＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！！　リ／　　　　＼
　02pu1seの放牧前の値はO．06～0．07㏄で　　　　　　　　／　　　　／
あつて，測定時の気温（1。一㈹をも考慮u1で　ζ11．
　　　　　　　　　　　　　　　　　（・）　　　〆侃9影〆
して，この値は正常なものと思われる。放牧　　　〃　　4

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ80！’による02Pu1seの変化は第4図のように個体　　1．o
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・／ン
によってかなり差異があるようであるが，3才

以上の成牛（No．1・No．2・No．3）において　　o8
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B．G，2匝d　　　　　1Oth　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　40th

は，ほぼ同様な傾向が認められるが，若齢牛　　　　脚　　側　　　　　　　　　伽

であるNo・4はかなり違った変化をしてい　　　　　Fi94　R、、p、、、t1．n、、te

る。体重1kg当，りの02pu1seは，心臓の酸

　Tab1e7．　　　Oxygen　pu1se　per　l　Kg．B．W．一
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　　　　　　．珊．一

＼
　　　　　　・噌〆
ムプ㌻　　　！

　　　、　　　1
　　　、　1　4一〆
　　　．〉。畷4
＼　　　25．o
　＼　　＼　タレ
　　　　＼．．1

，4

I’ムー三・　　　　　　　　151：bday

　　　　　　A．G．

／ 2 3 4 AV．

CC CC CC CC CC
5．8－5．10 0．06／ Q．068 0．066 0．057 0．063

5．1／－5．／3 0．061 0．069 0．066 0．067 0．066

5．／7－5．／9 0．064 O．0ア0 0．0ア0 0．062 一　0．067

6．／9－6．21 0．0ア6 O．085 0．070 0．063 0一．076

7．／／一ア．／3 0．069 0．08／ 0．061 O．070 0．0ア0

ア．26－7．28 0065 0．083 0．064 0．0ア4 0．072

■

素運搬能カ，ひいては家畜の役用能力を

表わすものであるから，本実験において

は放牧によってこれらの能力は大となっ

たことがわかる。また放牧終了後も高い

値をしぱらく維持するものがあり，とく

にNo．2はO．085cc，No．4｛ま0．0ア4ccと

それぞれ22％と30％の増大であって，

KIBLERらによるペルソユロン　人間の

スポーツマン・木などの測定値と近似し
　　（6）
ている。また02Pu1seの低下は新陳代

謝の低下，ひいては疲労していること牽
　　　　　　　（5）
意味しているので，この実験では放牧終

了後No．3が若干疲労しているように思

われるが，他の3頭は放牧により全然疲

労することなく，かえって役用能力は向

上したように思われる。

　7．呼気量（P．V．R）
　各回のP．V．R．を3日間の平均値で表

わせぱ第8表のようであり，その変化の

傾向を各回全測定値の平均で図示すれぱ

第8図のようである。

　放牧により呼気量は次第に増大し，40

C洲　　　　　　／＼＼
　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　＼　　　　　　　　。1＾
　　　　　　　　　　　　　　　！　　　　’＼　　1・！　　‘スボー
　　　　　　　　　　　　　　／　　　　　＼！　　　ヅマン

　　　　　　　　　ん2、、才）　　　　／1
　　　　　　　　／

　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　　＼
　　　亨　＼、　　　　　　　　　　　　　■　　　＼　　　　　　　1
　　　・　　＼　　　　一　　　　　　　　／　　　　＼　　　　　11
　　　1　㌧＿＿．〃一…一一”｝　　　＼　／
　　　与　一　　舳（1才）　　　　　　　〉！

O．0

　肌2口d　10出　　　　　　　40th
　　切　　d・y　　　　　　day
　　　　　　　Fig与　　02Pu1se・

山峯

肉牛

IAG　　15舳・y
　　　　　A．G，
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Tab1e　8．

島根農科犬学研究報告．

Pu1monary　vent11at1on

第7号A　　（／959）

rate　per　mi皿

1 2 3 4 AV．

L ％ L ％ L ％ L ％ L ％
5． 8－5．10 53．94 （100 ） 38．73 （／00 ） 36．16 （／00 ） 31，84 （100 ） 40．17 （／00 ）

5．／／－5．／3 56．4／ （104．6） 44．65 （115．3’） 43．74 （／2／：0） 38二26 （／20．2） 45．77 （／／3．9）

5．17－5．／9 74．83 （138．7） 53．93 （／39．2） 53．5／ （／48．0） 42，89 （／34．ア） 56．29 （／40．1）

6．19－9．2／ 86．6／ （／60．6） 7／．92 （／85．7） 52．33 （／44．7） 46．56 （／46，2） 67．92 （／69．／）

7．11－7．13 69．ア6 （／29．3） 50．60 （／30．6） 41．1／ （／／3．7） 4／．30 （129．ア） 50．70 （126．2）

7．26－7．28 ア5．／／ （／39．2） 56．58 （／7／．9） 49．／8 （／36．0） 45．70 （／43．5） 56．64 （141．0）

日目には45～85％，平均約70％大となり，放

牧終了後減少はするが，当分の間放牧前の量

には戻らない。P．V．R．は呼吸数と関連が大

で，第6図と第4図とは放牧と気温とによる変

化の棲相を同様に示している。

　8．　Ti固a1盟量r

　Tida1airすなわ∵ら1ヰ吸数当りの呼気量

を前項同様に表示および図示すれば第9表な

らびに第7図のようである。

　T1da1a1rは放牧開始直後約20～40％増大
するが，放牧してから日がたつにつれて次第

に減少する■傾向がある。これからみても放牧

を開始すると，エネルギー代謝が急激に盛ん

、となり10日以後では体内物質の燃焼もそう多

　Tab1e　9．　　　　Tida1　air．

2．O

1．5

1．0

56．3

45．8
如．2L／㎜㎞

B．G．20d　　　1O
　　day　　d珊

Fig6　　P．V∵R．

67．9

50．7

156，6

40tb　　　　　Iム．G・　　　15他day
day　　　　　　　　　　　　　　　　　　A．G

1 2 3 4 AV．

L ％ L5
．

％ L ％ L8－5．／0 2．57 （100
％ L．

） 1．97 （／00 ） 2．86 （100 ↑．74
％

） （／00 ） 2．29 （／00 ）
5．1／－5．13 3．33 （／29．6） 2．88 （／46．2） 2．91 （10／

ア
） 2．32 （／33．3） 2．86 （／25．2）

5．17－5．19 3．45 （／34．2）
．

2．51 （／2ア．4）． 3I．27 （／／4，3） 2．／5 （／23．6） 2．85 （／24．5）

6．19－6．21 2．80 （／08．9） 2，59 （131．5） 2．38 （83．2） 2．05 （1／ア．8） 2．54 （／1／．0）

7．1／一ア．13 2．30 （I89．5） 2，36 （／19．8） 2．44 （85．3） ／．81 （／04．0） 2．23 （9ア．5）

7．26－7．28 2．07 （80．5） 2．34 （118．8） 2．43 （85．O） 1．86 （106．9） 2．17 （95．1）

くは要しないようである。　　　　　　　　　1．4

　Tida1airの変化する状況からみて放牧申

の呼気量の増加はもっぱち呼吸数の増加に基　　　　2．9　2．8
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．2
くものであるこ■とがわかる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．5
　　　　　1V要一　　　約　　　　　　1．0
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．ろL
　三瓶山春期放牧の成牛4頭について，放牧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2・2　　　　2・15

開始直前・直後・放牧／0日目・40日目・放牧・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O．8
終了直後・終了後15日目の6回各3日間・休息　　臥G．鶴　　鶴　　　　　　　　鶴　　　　　LA・G・　　1鴛ay

時の呼気をDOUGLAS　bag　methodにより
採取し，同時吾。聯動を調べ，呼気はこれ　　・i・1・i・・1・比（宝y妾）

を常法によりガス分析して大要次g結果を得た。　　　　　加し，平均して約65％も大となる。ことに放牧開始後

　（1）02消費量・C02生産量とも，放牧すると次第に増　　　ア～10日目Cろには超過（異常）代謝が認められる。
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　（2）放牧申の沐息時における発生熱量は体重1kg，1時

　間当り1．30～1．85Caしで，軽度の労役をした直後と向、

　程度のエネルギー消費があるようである。放牧申の変

　化は初期に急増し，その後徐々に増加し，放牧終了と

　ともに急減するが，約半月以上この終了直後の値を持

　続し，放牧前の値には戻らぬようである。

　（3）R．Q．は放牧申大きな変化は認められないが，一般

　に高く，エネルギー源としてほとんど炭水化物の分解

　に依存していることが々かる。

　（4）脈縛数・呼吸数・呼気量はいずれも放牧により増

　加する。

　（5）Oxygen　pu1seの変化には若干個体差があるが，

　放牧によりかなり大となる。したがって牛の心臓の酸．

　素運搬能カは放牧することにより良好となるようであ

　り，本実験の場合Oxygen　pu1seの値から，放牧によ

　って牛が疲労することは考えられなかつた。

　（6）Tidaゴairは放牧の初期10日目じろまでは大きく

　なるが，その後はかえって次第に減少したので，放牧

　による呼気量の増大はもっぱち呼吸数の増大によるも

　のである。

以上の結果より考えて，放牧をすると，牛はかなりのエ

ネルギーを消費することが明らかで，ことに放牧を開始

してから7～／0日間に急に代謝が盛んとなり多量の熱を

発生する。三瓶放牧地は比較的草生も良く，これら熱源

として草を充分に採食できるようであるが，草生の悪い

放牧地では，かなり牛体へのStressが大となり障害の

起る可能性が大きいと考えられる。ことに放牧の初期に

この懸念が大である。

（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

（6）

（7）

（8）

（9）

（1Φ

（11）

（⑫

（1③

⑭
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　　　　　　　　　　Su㎜㎜a町

　　Stud．1es　were　mad－e　on　the　rest1ng　gas

n1etabo11sm　and　the　card1o｛esp1ratory　fu－

nctions　of4adu1t　W1αgツ〃（Japanese　B1a－

ck　Breed　of　Catt1e）1n　graz1ng．

　　The　pr1nc1pa1resu1ts　obtained　were　as

fo11ows：

（1）　Both02cons耳皿ption　and　C02Pro－

d－uct1on　gradua11y1ncreased　w1th　grazmg，

and　reached　obout　165％　of　their　initia1

resting∀a1ue．On　the7or1Oth　day　after

graz1ng　was　started一，the　excess＝metabo11－

sm　was　obser▽ed。

（2）　The　a・verege　output　of　heat1n　graz1－

ng　catt1e　at　rest　was1．33～i．78CaL　亘er

Kg．B．W．per　ho肌　Th1s▽a1ue　seemed

to　be　near1y　equa1　to　that　produced　by

m11d　work．The　changing　cur▽es　of　heat

product1on　1n　grz1ng　catt1e　cons1sted　of

3parts　二ear1y　rap1d　r1s1ng，　next　gradua1

r1s1ng　and　rap1d　fa111ng1r皿med1ate1y　after

grazmg　was　oyer－And　the　restmg▽a1ue

immed1ate1y　after　graz1ng　was　end－ed　d1d

not　comp1ete1y　reco．▽er1ts1n1t1a11eve1for

about　ha1f　a　month　afterwards．

（3）　The　resp1ratory　quot1ent1n　rest1ng

metabo11sm　of　graz1ng　catt1e　was虹gh　and－

re二ma1ned▽1rtua11y　unchanged　through　the

expen＝ment．Th1s　suggests　that　the　energy

source　of　the　graz1ng　catt1e　most1y　came

from　carbohyd．rate．

（4）　The　pu1se　rate，　respira｛ion　rate　and

pu1monary∀ent11at1on　rate　gradua11y1ncr一

・…d・b・ut35％，50％・nd70％…p・・一

t1▽e1y　on　the40th　day　after　grazmg　was

Started．

（5）The　owgen　pu1se　per　l　Kg．B．W．

d1ffered　a11tt1e1nd1▽1dua11y，　but1ts　con一
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siderable increase was seen in all of the 

cattle during the grazing period. From this 

fact, it seemed that the oxygen-transport 

ca.pacity of cattle's heart was improved 

by grazing. And this experiment seems 

to show that fatigue, iL considered from 

the oxygen pulse, did not occur. 

(6) The tidal air increased in the early 10 

days of the grazing period, but then gra-

dually decreased. Accordingly it follows 

that the increment of pulmonary ventila-

tion rate in the grazing period should be 

attributed to that of raspiration rate. 

In conclusion, the energy expenditure of 

grazing cattle is considerably high~ ' and a 

ramarkably rapid rise of metabolic level 

appears during the early 10 days of the 

grazing period. When cattle are pastured 

on }poor grasslands:, the , stress of grazing 

on the cattle is so severe that they may 

possibly have various kinds of accidents 

or disorders. And the early stage of gra-

zing period is most dangeraous. 


